
別 紙

注意事項

１ 事業実施主体

市町村又は市町村が認める自主防災組織（地域防災組織育成助成事業 区分ア）

２ 助成対象事業について

(1) 令和９年４月１日以降に実施し、令和10年３月31日の期間までに完了する事業と

します。

(2) 自主防災組織等が行う地域の防災活動に必要な設備の整備に要する経費で、30

万円～200 万円まで（10 万円単位、10 万円未満を切り捨て）。

３ 助成対象とならないもの

(1) 使用期限が決まっている備蓄品（食料品等）

(2) 数回の利用で費消される備蓄品

(3) 消火器（訓練用消火器を除く。）

(4) 避難道等の整備

(5) 車両に搭載する目的の備品（無線機等）

(6) 救急セット

(7) 倉庫、収納庫、物置等のみの整備

※ ただし、基礎工事（アンカー工事を含む。）を伴わない簡易な倉庫、収納庫、

物置等は、同時に整備する備品を保管する目的に限り対象となります。

４ 助成金の交付

事業実施主体が自主防災組織等であっても、助成金は市町村に交付されます。市

町村においては、予算に計上して処理することとなります。

５ 広報表示

この助成金は、宝くじの普及広報のために交付されるものであることから、助成

の対象となった施設・設備には、宝くじの広報表示（詳細は、別添「留意事項」の

別紙２「宝くじの社会貢献広報の仕方（令和８年度）」のとおり。）を行い、かつ市

町村の広報誌等を通じ「宝くじの助成金で整備した」旨の広報を行ってください。

６ その他

(1) 市町村が事業実施主体となる場合、申請は１件に限ります。

(2) 自主防災組織が事業実施主体となる場合、１市町村からの申請件数に制限はあ

りませんが、１組織につき申請は１件に限ります。

(3) 複数の申請を提出する場合は、各申請に順位を付けてください。

(4) 申請書を提出したからといって必ずしも採択されるわけではないことを留意

願います。
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P5も参照ください
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　留意事項　
別紙２
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【重要】
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コミュニティ助成事業（地域防災組織育成助成事業 区分ア）

助成対象資機材について

●自主防災組織育成助成事業

一定地域の住民が当該地域を災害から守るために自主的に結成した組織又は

その連合体が行う地域の防災活動に直接必要な設備等（建築物、消耗品は除く）

の整備に関する事業。

●過去の申請資機材等

デジタルトランシーバー、基地局、炊き出し器、インバータ発電機、発電機、

ＬＥＤバルーン投光器、投光器、ポータブル電源、パイプテント、ベンリーテン

ト、テント、LED ライト、防雨型コードリール、災害用浄水器、自動体外式除細

動器（AED）、収納 BOX、資機材倉庫、簡易トイレ、備蓄倉庫、音響設備、メガホ

ン、リヤカー、ヘルメット、防災ベスト、皮手袋、カラーコーン、ストーブ、携

帯ラジオ、土嚢袋、担架、ショベル、ランタン等

※過去に申請を行った資機材であるため、上記のすべてが採択を受けた資機材

ではありません。

※建築物（建築基準法に定めるもの）は対象外ですが、基礎工事の伴わない簡易

な倉庫・収納庫（同時に整備する備品を保管する目的の整備に限る。）は対象と

なります。（建築主事による建築基準法上の建築物に該当しない旨の証明書の提

出が必要となる場合があります。）

【別紙】注意事項も参考にしていただきますようお願いいたします。

その他、ご要望の資機材が対象になるかについては、事業主体及び県へ確認を

いたしますので、連絡をお願いいたします。
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